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本研究の目的は，保育者養成校の学生がピアノ演奏に対してどのような意識を持ち取り組ん
でいるのかを明らかにし，学習意欲向上のための指導の糸口となる要素を明らかにすることで
あった。研究１では学生の保育のピアノ演奏に対する意識を調査するため，保育者養成校の学
生85名に対し質問紙による調査を行った。教員の意識との比較のため，調査対象となった学生
の指導にあたるピアノ指導教員７名にも同様の質問紙調査を行った。学生は，ピアノを弾く，
楽譜を読む，などの技術面よりも，緊張や自信がないといった精神面を悩みとして挙げており，
多くの学生が不安を感じていることが明らかとなった。研究２では，研究１によって明らかと
なった学生の悩み，すなわちピアノ演奏時の緊張の程度や原因について明らかにするため，学
生74名に対し質問紙調査を行い，そのデータを分析した。それらの結果，「あがり」の原因６項目
全てに対して緊張を高く感じていることが示された。すなわち保育のピアノ演奏場面での緊張
の原因は複合的であり，また，ピアノ経験年数による差はみられなかったことから，認知面へ
の介入や独自の対処が必要であることが示唆された。
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問題と目的
様々な先行研究により保育者養成校（以下「養成校」とす
る）における音楽，ピアノ指導の在り方について問題が明
らかにされている。たとえば，使用教材，指導内容に焦点
を当てたもの（宮脇，2001）や，指導教員の音楽観に関する
もの（近藤，2002，奥，2009），実態や学習支援についての
もの（小野，2012，平石，2014）がみられる。養成校に入学
する学生は，全くピアノの学習経験のないものを含めた初
心者が多くを占めている。初心者が短期間でピアノの技術
を習得し，さらに多様な保育実践での演奏技術を習得する
ことは非常に困難な課題であり，学生の大きな負担になっ
ていることが報告されている（安田・長尾，2010）。ピアノ
は小さい頃から習わないと習得できない，と言われている
ように，技術の習得には時間のかかる学習領域である。こ
のため，指導にあたる教員は，学生に膨大な練習に取り組
んでもらいたいと願うが，レッスンにあてられる時間は限
られ，学生に期待する練習時間にも限界がある。このよう
に教員にとっても困難な課題であることが現状である。
筆者は，音楽を用いた子育て支援や児童合唱団の伴奏な
どの経験から，数多くの曲を短時間で習得するためには，
従来の音楽専門の練習法が通用しないことを実感してき
た。また演奏する場面についても，正確性が求められる音
楽専門と，即興性が求められる保育の実践場面とでは，楽
譜の捉え方や演奏法，緊張の種類などに大きな違いがある
ことを感じた。
養成校での指導において，初心者である学生が短時間で
数多くの幼児曲に取り組むためには，独自の指導法が必要
であり，音楽専門の指導と保育者養成の指導を同じ「ピア
ノ実技指導」として一括りにはできないと考える。このこ
とが，指導の難しさの要因となっているだろう。
養成校に求められる音楽教育とはどのようなものか。奥
（2009）は，学生が「望ましい保育者としてピアノが弾ける」
ようになるためには，まず，ピアノ指導教員が保育におけ
る音楽の意味を充分に理解し，その上で学生が卒業後に保
育現場で真に役立つ実践力を身につけるための指導力を持
たなくてはならないと指摘している。また，宮脇（2001）は，
保育者にとって必要とされる音楽的能力とは，古典的なド
イツの教材が正確に弾けることではなく，幼児一人一人を
見守りながら弾き歌いをし，幼児の音域に合わせて時には
移調ができて，さらに身体表現においては，その動きに合
わせて即興的に演奏ができるといったものであると述べ，
平石（2014）は，幼稚園・保育所への調査から養成校へ求
められている音楽教育として，ピアノ演奏や歌唱力に関し
ての技術力向上の他に，短時間での曲の習得，子どもの前
児童学研究　通し No. 017
初校 　2020.02.27
12
小林 梨紗
で弾くことや子どもを見ながら弾くなどの実践経験，コー
ド伴奏や簡易伴奏など伴奏づけ，など実践的な奏法につい
ての回答が得られたと報告している。さらに，自身で学ぼ
うとする意欲や前向きに努力できることなど，学生の積極
性についても求められていると述べている。すなわち，養
成校に求められている実技指導は，ピアノの演奏技術を高
めることのみならず，実践場面に応用できる奏法を身につ
けることや，学習意欲などに関するものも含まれている。
以上のことから，音楽専門の視点から学生の技術の低さ
を問題点として捉えるばかりでなく，保育者として望まし
い音楽の指導や，養成校の学生にとって本当に必要なピア
ノの技術や目的を整理し，学生が意欲をもって取り組むこ
とのできる指導の具体例を再考する必要があると考える。
こうした現状をふまえ，本研究では，技術面のみではなく
認知面にも焦点を当て，問題点の解決となる指導の糸口を
捉えることを目標とした。直接指導を介している教員と学
生との間の意識の違いや，学生が負担に感じている点に着
目すると，指導の問題点が明らかになることが予見された。
そこで，研究１にて養成校の教員と学生がピアノ演奏に
ついてどのような意識を持ち取り組んでいるのかを明らか
にし，教員と学生の意識の比較を行った。
そして研究２では，研究１の分析結果から明らかとなっ
た悩み，すなわち養成校の学生がピアノ演奏に関して抱え
ている悩みは，ピアノ演奏の際の「緊張」や「不安」に関す
ることであることについて，より具体的な程度や原因の種
類についての調査を行った。
研究１　学生と教員への質問紙調査
目的
本研究ではまず，養成校の教員と学生がピアノ演奏に対
してどのような意識を持ち取り組んでいるのかを分析し，
教員と学生の意識の比較から問題点について明らかにする
ことを目的とする。
方法
調査時期　2017年２月。
調査対象　Ａ県Ａ短期大学学生85名とピアノ指導教員７名。
調査手続き　短期大学の講義時間の一部を利用し一斉に
調査を実施した。所要時間は15分程度であった。教員は事
前に調査について説明し，同じ時間に別室で質問紙を配布
した。回答者のピアノ演奏技術のレベルを把握するため，
質問紙に通し番号をつけ，番号の若い順に演奏技術上位群
から配布した。群分けについては，前期実技試験の試験結
果をもとに筆者を含む教員８名で行ったグループ分けを参
考にした。なお，学生にはインフォームドコンセントおよ
び本授業の評価とは無関係であることを口頭で伝えた。本
研究は，聖徳大学ヒューマンスタディに関する倫理委員会
の承認を受けて実施された。
調査内容　質問紙法による。本調査に用いた項目は「ピ
アノを弾くことについての悩み（多肢選択）」，「子ども達の
前で弾き歌いをすることに関して（自由記述）」「子ども達
の前で弾くときの最優先事項（自由記述）」，「ピアノの技術
習得のためのレッスンと練習方法（自由記述）」であった。
教員への質問項目は上記の内容と同じであるが，「ピアノを
弾くことについての悩み」と「子どもたちの前で弾き歌い
をすることに関して」については「学生の考えはどうであ
ると考えるか」として質問文を構成した。
結果と考察
「ピアノを弾くことについての悩み」の回答結果をTable
１に示す。教員の予想する学生の悩みの回答は「ピアノを
弾くことが苦手」が最も多く，100％の回答率であった。
次いで「楽譜が読めない（71.4％）」が「人前で弾くことが緊
張する（71.4％）」と同じく多く回答されていた。
一方で学生は，全体の回答についてみると，「人前で弾く
ことが緊張する（84.7％）」が最も多く，「ピアノを弾くこと
が苦手（50.6％）」や「楽譜が読めない（21.2％）」などの技術
に関するものよりも多い結果となった。さらに結果を演奏
技術の上位群と下位群に分けて検討することにした。その
結果，「人前で弾くことが緊張する」に関しては，演奏技術
に関係なく80％以上の学生が悩みとして挙げていることが
明らかとなった。また，正確二項検定の結果，人数に有意
Table１　ピアノを弾くことについての悩み（多肢選択式　複数回答可）
学　生
項　目
教員（N=７） 全体（N＝85） 上位群（N＝43） 下位群（N=42）
N ％ N ％ N ％ N ％
人前で弾くことが緊張する ５ 71.4 72 84.7 35 81.4 37 88.1
子どもたちの前で弾く自信がない ３ 42.9 54 63.5 22 51.2 32 76.2
ピアノを弾くことが苦手 ７ 100.0 43 50.6 12 27.9 31 73.8
練習の時間がかかり大変 １ 14.3 40 47.1 19 44.2 21 50.0
楽譜が読めない ５ 71.4 18 21.2 3 7.0 15 35.7
その他（自由記述） ２ 28.6 1 1.2 0 0.0 1 2.4
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な偏りがみられた項目は「ピアノを弾くことが苦手」「楽譜
が読めない」の技術面に関する項目のみであった（両側検
定：p<.01）。しかし楽譜に関しては様々な難易度があり，
上位群でありながら読めないという回答があったため，質
問項目の検討が必要であろう。
次に「子ども達の前で弾き歌いすることに関してどのよ
うに感じていますか？」の問いに自由記述で回答を求め，
筆者と研究実施校の音楽教員によりカテゴリー分析を行っ
た。両者の分類カテゴリーの一致率は96％であった。した
がって，カテゴリー分類の信頼性は十分であるといえる。
不一致について協議しその結果に基づき分析した結果を
Table２に示す。
Table２　「子どもたちの前で弾き歌いすることについて」
の分類カテゴリーの内訳（N＝92　回答数　149）
学　生 教員
上位群 下位群 計
【否定的】
緊張する 11 21 32 ６
不安 12 15 27
ピアノと一緒が難しい ７ ５ 12 ２
難しい ７ １ ８
苦手 ２ ３ ５ １
大変 ３ １ ４
できない ３ ３
はずかしい ３ ３ １
分からない ３ ３
必要性を感じない １ ２ ３ １
自信がない ２ ２ １
恐怖 １ １
楽しさを実感できない １
努力すべきと自覚 １
【肯定的】
大切な要素 12 ４ 16
楽しい ７ ３ 10
理想 ３ １ ４
嬉しい ２ ２
135 14
教員の回答は７名のうち６名が「緊張」という言葉を記
述しており，具体的には「おそらくかなり緊張はあると思
う」「緊張して声がでない，ピアノと合わなくなる」などで
あった。また子ども達の前で演奏することを実習場面と想
定し，「実習を通して必要性を感じてくるのでは」「努力し
なければと自覚して向き合う学生も多いのでは」と，現在
の努力不足に対する回答や，「楽しさを実感できていない」
といった回答もあった。
学生の回答結果は，「緊張する」「不安」などが多く，具体
的な記述内容は，「不安」では「止まってしまったらどうし
よう」「間違えたらどうしよう」といった失敗に対する不安
であった。少数ではあるが，「大変」「分からない」のカテゴ
リーの回答は，子どもたちを落ち着かせること，様子をみ
ること，合わせて弾くことなどに大変さを感じ，まとめ方
や子どもたちに適したテンポに関して分からない，といっ
た実践的な内容に関しての記述であった。
一方で肯定的な記述が学生の回答には見られた。具体例
を示すと，「楽しい」「嬉しい」といった前向きな記述の他に，
「子ども達にとって生の音を聴いたり歌ったりすることは
大切」「音程や歌詞を教えられるからよい」「曲の良さや歌
う楽しさを伝えられる」など，保育者として『大切な要素』
と捉えていることが示された。
すなわち，教員は，学生が子ども達の前で弾き歌いをす
ることに関して，高い緊張状態にあることを挙げており，
学生も同様に，緊張すると回答していた点で一致した。注
目すべき点は，学生の回答に肯定的な回答が多く記述され
ていた点であり，学生の意識には，技術的な難しさや緊張・
不安の他に，弾き歌いをすることを「大切な要素」「楽しい」
「理想」と肯定的に捉えていることも示された。
次に，「子ども達の前でピアノを弾くときに最優先にすべ
きことはなんですか？」の問いに対しての結果をTable３
に示す。
Table３　「子どもたちの前でピアノを弾くとき最優先にすべき
こと」の分類カテゴリーの内訳（N＝92　回答数　129）
学　生 教員
上位群 下位群 計
【子ども達に対して】
子ども達へ視線を向ける 14 ９ 23 １
子ども達に合わせる ８ ５ 13
子ども達が楽しめる ２ ５ ７
子ども達への声かけ ２ ５ ７ １
子ども達の歌いやすさ ４ ４
曲のイメージを伝える １
【自分自身】
自分が（も）楽しむ ２ ５ ７ １
笑顔 ３ ２ ５ ２
明るく １ １ ２
自信を持つ １ １ ２
失敗を恐れない １
【技術面】
止まらない 15 ５ 20 ２
大きな声で歌う ４ 13 17
弾き方 ２ １ ３ ５
ピアノより歌を優先 ２ １ ３ １
完成度を高めておく １
113 16
教員の回答は「弾き方」などの『技術面』に関するのが多
く，「学生自身が弾く曲の完成度を高めておく」「歌詞・音程・
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できれば転調まで」「ハーモニーも美しく」「メロディーを
しっかり弾く，歌うこと」などであった。「とにかく流れを
止めないこと」「最後まで通せること」などの伴奏を止めな
いことについてや，「笑顔で楽しそうに弾く」「大きな声で，
笑顔でやる」などや「子どもの表情を見る余裕」など，学生
自身の雰囲気づくりに対する回答もあった。
学生の回答は，「子ども達に対しての視線を向けること」
「子ども達に合わせる」「子ども達が楽しめるように」など，
子ども達を意識した回答が多く得られた。技術面に関する
ことは「止まらない」が最も多い回答であったが，「間違え
ても止まらない」や「ピアノが消えても歌は続ける」など，
子どもたちの歌を止めないことを優先にすべきと考えてい
ることが示された。
「ピアノが弾けるために必要な練習やレッスンは何だと
思いますか？」の問いについて得られた結果をTable４に
示す。
Table４　「ピアノが弾けるために必要な練習やレッスンはなに
か」の分類カテゴリーの内訳（N＝92　回答数　131）
学　生 教員
上位群 下位群 計
【練習】
練習の量 24 23 47 ３
具体的な練習法 11 ７ 18 ５
片手ずつの練習 10 ３ 13
苦手な箇所を重点的に ５ ５ 10
基礎練習 ６ ２ ８
譜読み １ ４ ５ １
【レッスン形態】
レベルに合わせる ５ ２ ７ １
個人レッスン ５ ２
【その他】
楽しむ ２ ２
焦らない １ １
アレンジの工夫 １
基本的な伴奏づけ １
自己理解 １
116 15
教員の回答は，「練習時間の確保」「日々の積み重ね」と
いった『練習の量』や，「コードのパターンを覚える」「楽譜
の読みをしっかり学ぶ」「反復練習」など『具体的な練習法』
に関するものであり，実践においての緊張に対する対策や
止まらないための練習，模擬授業等の必要性などの回答は
みられなかった。
学生の回答も同様に，「練習を毎日する」「練習の量を増
やす」など，『練習の量』に関する回答が最も多かった。116
の回答のうち，多くの学生が最優先にすべきだと考えてい
た子どもたちを意識した練習法は，「常にピアノと歌を一緒
にやる」「弾きうたいの練習」の練習の際に歌を入れること
に関する回答が２件，「人前で弾けるような練習」１件の合
計３件だけであった。
しかし学生の練習状況を見ると，演奏中に間違えた際，
停止し戻ってから弾き直すという音楽専門の学習法を実践
している。間違えても止まらないようにすることも一定の慣
れや練習が必要な技法であり，また子どもたちに視線を向
けることや声かけなどの実践を想定した練習も必要である。
すなわち，これまで得られた回答結果から，音楽専門と
保育におけるピアノ演奏の違いが示されながら，練習方法
を含めた具体的な手続き方略が習得されていないことがこ
こで示された。これまで何度も挙げられてきた「緊張」「不
安」に対する攻略や，実践を踏まえた指導内容の考案の必
要性があると考えられる。
研究２　学生への質問紙調査
目的
養成校の学生がピアノ演奏に対してどのような意識を持
ち取り組んでいるのかを検討した研究１の分析結果から，
学生がピアノ演奏に関して抱えている悩みは，ピアノ演奏
の際の「緊張」や「不安」に関することであることが示された。
緊張・不安の調査にあたり先行研究を調べたところ，音
楽専門の演奏の際に生じる「演奏不安」に対する攻略法は
アレクサンダー・テクニーク（ＡＴ）を用いたものや呼吸
法を実施するものなどの研究がみられた。また，競技不安
やスピーチ不安，あがり攻略の先行研究は参考になるもの
の，あらかじめ準備されたものをミスなく完璧に再現する
場面と，弾きうたいのような子ども達の反応をみながら即
興的な演奏や語りかけを行う場面とでは状況が大きく異な
るため，応用できるものではなかった。この問題点に取り
組んだ数少ない知見として，「保育者養成課程の学生のため
のピアノ演奏不安の生成過程は，基礎技術，主に運指の問
題に対する不安が関係する」と論じた三宅・岩口（2011）の
研究が挙げられる。しかしながら，集計結果として高い数
値を得られていた演奏時の緊張に関しては具体的な記述が
なく課題が認められる。
そこで，本研究では，有光（2001）の「あがり」の原因質
問紙を参考にした質問項目を用い，養成校の学生の緊張や
不安の程度，原因の種類を明らかとすることを目的とする。
方法
調査時期　2017年５月。
調査対象　Ａ県Ａ短期大学学生74名。
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保育のピアノ演奏場面に対する学生の意識と緊張・不安低減への課題
調査手続き　短期大学の講義時間の一部を利用し一斉
に実施した。所要時間は10分程度であった。学生にはイン
フォームドコンセントおよび本授業の評価とは無関係である
ことを口頭で伝えた。なお，本研究は，聖徳大学ヒューマン
スタディに関する倫理委員会の承認を受けて実施された。
調査内容　質問紙法による。本調査に用いた質問項目を
Table５に示す。
Table５　質問項目
１．フェイスシート
２．短期大学入学前のピアノ経験年数［Q１］
３．短期大学入学前の演奏による発表機会の有無［Q２］
４．人前でピアノ演奏をする際の緊張の程度［Q３］
５．緊張する原因についての質問［Q４］
（｢あがり｣の原因質問紙（CAEQ）を参考に作成）
有光（2001）は，「あがり」の原因質問紙（CAEQ）を用い，
大学生を対象に状況を限定せずになぜ「あがる」のかに関
する調査を行い，その結果７つの因子に分類されたと論じ
ている。７つの因子の具体的項目はTable６のとおりであ
る。このうち「劣等感」の質問項目の内容は，「他人に笑わ
れたこと」「思いこみや勘違いをしたこと」であり，本研究
の内容と合わないと判断し，「劣等感」を除く６つの項目を
参考に質問項目を作成した。
Table６　あがりの原因質問紙（CAEQ）（有光，2001）
失敗不安 ・失敗するのではないかと思ったこと　
・失敗するのが恐いと思ったこと
責任感 ・責任を感じた　
・失敗が許されない
性格 ・あがり症であること
不足感 ・練習，対策，経験が足りなかったこと
他者への意識 ・たくさんの人の視線を感じたこと　
・失敗したら恥ずかしい
新奇性 ・その場面に慣れていないこと　
・そのときすることが初めてだったこと
劣等感 ・他人に笑われたこと　
・思いこみや勘違いをしたこと
結果と考察
学生74名を対象とした結果のうち回答結果に不備がみ
られたものを除き，68名分を有効回答とした。まず，調
査対象者のプロフィールについて尋ねた。「養成校入学前
のピアノ経験年数」については「全くなし（26.5%）・１年
未満（27.9％）・１年以上（17.6%）・５年以上（27.9％）」，「養
成校入学前の演奏による発表経験の有無」については「な
かった（54.4％）・あまりなかった（5.9％）・あった（19.1％）・
よくあった（20.6％）」であり，「ピアノ演奏時の緊張の程
度」について尋ねたところ，「よくする（69.1％）」「時々する
（26.5％）」「あまりしない（4.4％）」「全くしない（０％）」と
いう結果であった。
緊張の程度に対し，４件法で「よくする」を４点満点とし，
得点を与えその平均点を算出した。さらに養成校入学前の
ピアノ経験年数，養成校入学前の演奏による発表機会の有
無との関連をみた（Table７）。
この結果，ピアノ経験のある学生と，ほとんどない学生
で，いずれも緊張の程度は3.68，3.61と高く（４件法，４点
満点），両者の間で差はみられなかった。発表機会の有無
と緊張の程度の関連では，いずれも緊張の程度3.85，3.33
と高いが，t検定の結果，発表機会のなかった，あるいは
あまりなかった学生の方が緊張を感じやすいことが明らか
となった（ｔ（67）=5.21 p<.01）。
Table７　ピアノ経験年数・発表機会の有無と緊張の程度（N＝68）
経験年数 N M SD
全くなし～１年未満 37 3.68 0.42
１年以上～５年以上 31 3.61 0.62
発表機会 N M SD
なかった・あまりなかった 41 3.85 0.42
あった・よくあった 27 3.33 0.62
これらのことから，短期大学入学前のピアノ経験年数は，
緊張の程度には影響を及ぼさず，ピアノを習っていたから
緊張しない，あるいはピアノを習っていなかったから緊張
する，という経験年数による差は見られないことが明らか
となった。一方で，過去の発表機会の有無については有意
差がみられ，緊張の低減に役立っていることが考えられる。
次に「あがり」の原因６項目について，「当てはまらない～
当てはまる」の４項目のうちあてはまるものに回答を求めた
集計結果をTable８に示す。全ての項目において４件法（４
点満点）の平均2.5を上回っており，どの項目に対しても緊
張を高く感じているということが示された。その中でも特
に「他者への意識」「責任」の項目が高い結果となった。
Table８　緊張する原因（N=68）
原因
失敗
不安
他者へ
の意識
準備
不足
性格 責任
状況の
新奇
M 3.41 3.60 2.93 3.24 3.54 3.47
SD 0.76 0.63 0.85 0.83 0.66 0.63
「他者への意識」は，子どもたちや実習先の先生の前で
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弾くという，他人に見られながら弾くという点と，評価を
気にするという点で，学生が緊張を高く感じていると予想
される。「責任」については，間違えたり止まってしまうこ
とで，子ども達の歌を止めてしまったらどうしようという
気持ちにより責任を感じ，緊張を感じる要因となっている
と考えられる。また，次に高かった「状況の新奇」につい
ても，実習など弾き歌いをする際は，どのような子どもた
ちで，どのような歌い方をするかわからない状況であり，
「失敗不安」についても「責任」と同様，失敗して止まって
しまうことに不安を感じ，緊張を高く感じていると考えら
れる。すなわち，弾き歌いの状況そのものが，緊張する原
因のほとんどに当てはまる複合的なものであり，独自に対
策が必要なものであると考えられる。
次に，ピアノの経験年数・発表機会の有無と緊張の原因
を比較した結果をTable９に示す。この結果，全ての項目
において４段階尺度（４点満点）の平均2.5を上回っており，
いずれも緊張の原因となる傾向が強いといえる。しかし，
経験年数による差はみられなかった。ピアノ経験年数が長
い学生たちは，ピアノ発表会などの出演経験により，ピア
ノ演奏の緊張には慣れていると考えられるが，保育におけ
るピアノ演奏は，前述したとおり音楽専門とは状況が大き
く異なる。そのため，経験年数による差がみられなかった
と考えられる。
発表機会の有無と緊張の原因となる項目の比較は，い
ずれも緊張の程度は高いが，発表経験の少ない群の学生の
方が全ての項目において緊張を感じやすいことが明らかと
なった。
このことから，吹奏楽などの楽器経験があり，発表機会
の「あった」「よくあった」を選択した学生たちは，何らの方
法で緊張を和らげる方法を身に付けていると考えられる。
さらに「あがり」の原因６項目と，過去の演奏経験，緊
張の程度ごとに各変数の相関係数を求めた（Table10）。分
析の結果，「緊張の程度」と有意な相関がみられたのは，「失
敗不安」「他者への意識」「性格」「状況の新奇」であり，「準備
不足」とは有意な相関がみられなかった。また「発表機会」
とは有意な負の相関がみられた。
一方，「性格」と「失敗不安」「他者への意識」が有意な相関
を示している。有光（2001）によると他者の評価を気にしや
すい人ほど「あがり」やすく，楽観性の高い人は「あがり」に
くいと述べており，それと一致する結果となった。つまり，
他者の評価を肯定的に捉え，楽観的に考えられるように導
く介入が，緊張・不安の低減に有効であると考えられる。
Table９　ピアノ経験年数，発表機会の有無と緊張の程度（N=68）
経験年数 N 失敗不安 他者への意識 準備不足 性格 責任 状況の新奇
全くなし～
１年未満
37
M
SD
3.62
0.55
3.59
0.64
3.16
0.73
3.38
0.79
3.70
0.46
3.43
0.65
１年以上～
５年以上
31
M
SD
3.16
0.90
3.61
0.62
2.65
0.91
3.06
0.85
3.35
0.80
3.52
0.63
発表機会 N 失敗不安 他者への意識 準備不足 性格 責任 状況の新奇
なかった・
あまりなかった
41
M
SD
3.56
0.63
3.68
0.61
3.02
0.79
3.54
0.74
3.66
0.57
3.56
0.63
あった・
よくあった
27
M
SD
3.19
0.88
3.48
0.64
2.78
0.93
2.78
0.75
3.37
0.74
3.33
0.62
Table10　各項目の相関
失敗不安 他者への意識 準備不足 性格 責任 状況の新奇 ピアノ経験 発表機会 緊張の程度
失敗不安 ―   
他者への意識 .44** ―   
準備不足 .28* .14 ―       
性格 .41** .53** .15 ―     
責任 .47** .35** .26* .25* ―   
状況の新奇 .21 .52** .18 .21 .45** ― 
ピアノ経験 -.26* -.01 -.31** -.22 -.30* .06 ― 
発表機会 -.26* -.16 -.15 -.50** -.13 -.15 .36** ― 
緊張の程度 .45** .61** .16 .53** .24* .43** -.13 -.41** ― 
*ｐ＜.05，**ｐ＜.01
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全体的考察
本研究の目的は，保育者養成校の学生が，保育のピアノ
演奏に対してどのように感じ取り組んでいるかを明らかに
し，指導の糸口となる要素を明らかにすることであった。
研究１では，教員は学生の悩みは技術面に関することだと
考え，その対策として練習の量や具体的な練習方法の考案
に必要性を感じていることが明らかになった。しかしなが
ら学生は，ピアノを弾く，楽譜を読む，などの技術面より
も，緊張や自信がないといった精神面を悩みとして挙げて
おり，演奏技術に関係なく多くの学生が不安を感じている
ことが明らかとなった。ピアノが弾ける，楽譜が読める，
という技術に関しては，教員からみる一定の必要技術と，
学生が考える一定の必要技術に開きがあることも考えられ
る。学生の悩みは，技術面を悩みと感じているだろうとい
う教員と，精神面を悩みとして感じている学生に意識の違
いがみられたことは，こうした必要技術に対する考えの違
いから生じていることも考えられる。
しかしながら，弾き歌いをすることに関して，否定的
な回答ばかりでなく，子どもたちのために良いこと，保育
者として大切な要素だと回答し，子どもたちに意識を向け
る重要性について述べられた学生の回答は，学習意欲へと
つながる重要な要素であろう。動機づけ理論のなかでも最
も重要な理論のひとつに，期待―価値理論がある（スーザ
ン・ガーリー，2011）。ある活動を行うことが将来自分に
とって重要になるかもしれないと思えるかどうかで，その
活動に対する興味や関心の度合いが決まってくるといった
枠組みで動機づけの過程を説明しようとするものである。
また植木（2000）は，実用志向の強い学習者や学習領域に
は，意味理解よりも手続きを獲得することが，自分にもで
きたという達成感や楽しさを感じられ有効的であると述
べ，行動動機に合わせた介入の工夫の重要性について論じ
ている。まさに保育におけるピアノ演奏は，幼児曲を「弾
く」ことよりも「使う」ことに目的をおく実用志向の強い領
域であると考えられ，幼児曲を完璧に弾けるようになるよ
りもまず，子ども達に向けて一緒に楽しめるようなピアノ
演奏の手続きの獲得により達成感を味わわせることが重要
な課題であると考える。
本研究の第２の目的は，学生のピアノ演奏時の緊張に対
する介入の一助とするために，緊張や不安の程度や原因の
種類を明らかにすることであった。この目的に対して，有
光（2001）のあがりの原因帰属を参考に作成した質問項目
から，あがりの原因６項目（失敗不安・他者への意識・準
備不足・性格・責任・状況の新奇）全ての項目において４
段階尺度の平均2.5を上回っており，いずれも緊張を高く
感じていることが明らかとなった。すなわち保育のピアノ
演奏場面での緊張の原因は複合的であり，また，ピアノ経
験年数による差はみられなかったことから，技術面以外の
認知面への介入や独自の対処が必要であると考える。６つ
の項目のうち最も高かった項目は「他者への意識」，次に
高かった項目は「責任」であった。 保育における弾き歌い
は，学生にとっては実習先の先生などの評価が気になる場
面であり，子どもたちの音楽活動を支える責任を感じる場
面でもある。こうした弾き歌いの状況そのものが緊張を高
めていることが示され，教員として十分に理解をする必要
がある。このような学生の緊張への対策は十分に行われて
いないことが予想され，学習意欲を妨げる要因になっては
いないだろうかという疑念がもたれる。 
西村・櫻井（2013）は，自律性の高い動機づけが，学習
成績やメタ認知方略，学業コンピテンス（有能感）などの
適応変数と正の相関を示し，学業不安や無気力，学業スト
レスなどの不適応変数と負の相関を示すことを明らかにし
た。このように，不安や無気力，ストレスが学習動機づけ
に対して負の影響を及ぼしていることは明らかとされてお
り，子どもたちの前で演奏するという特有の場面での緊張・
不安の対処について検討することは，学生の悩みを軽減す
るばかりでなく，学習意欲向上の一助となることが予想さ
れる。学生の緊張や不安について十分な対策を行うために
は，リハーサルを重ねるなど，不安免疫訓練や認知再構成
法など心理学的視点からの対処も必要となる。しかし，保
育中の演奏場面を想定したリハーサルは，子どもたちとの
連続性のある遊びを想定した実践的なものでなければなら
ない。
本来ピアノは，保育現場においては各教室に備えてあ
るなど物理的な準備が容易で，旋律も伴奏も奏でられると
いった自由度の高さから自在に子どもたちに合わせること
のできる画期的な楽器である。子どもたちの興味がみられ
たときに，ピアノで伴奏してあげることでより世界観を広
げ，子どもの興味や気持ちを高めることができるものであ
る。保育者としてピアノを弾く本来の目的はそこにあるべ
きであり，そういった遊びの連続性や流動性への援助の一
部であることを忘れてはならない。
しかし，本研究は保育者養成機関におけるピアノ実技指
導の一考察にすぎない。研究１の教員への調査においては
少人数への研究の結果であることから，十分な妥当性があ
るとは言い難い。今後は，妥当性について検討していくこ
とが課題である。また，学生が積極的に弾き歌いを行いた
いと思えるようになるためには更なる研究が必要であり，
今後の課題としたい。
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